
様式第３号 

令和４年度 学校経営報告書（自己評価） 

学校番号 11 学校名 藤枝特別支援学校 焼津分校 校長名 山田 伸代 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

 

安 

全 

・

安

心 

教職員の人権意識

の向上 

・他者への人権を意識した

対応ができた教職員 100% 

・100％ Ａ 

 

 

・指導の意図が生徒や保護

者に届く伝え方の改善や

工夫を継続。 

生徒の自己肯定感

の育成 

・聴取、アンケート結果に

対応できた教員  100% 

 

・自分の役割がある、任さ

れていると感じる生徒 

100% 

・100％ 

 

 

・96.3％ 

Ａ 

 

 

Ｂ 

 

 

・生徒アンケートは継続。 

実施方法、集計方法につ

いては再検討。 

・生活リズムや出欠状況を

生徒自身が把握、意識で

きる方策を検討。 

生徒自身の命を守

る意識と行動力の

育成 

・安全教育が充実したと感

じる教員   90%以上 

・必要な学習内容を取り上

げることができた教員 

90%以上 

・自分の取るべき避難行動

がわかる生徒   100% 

・93％ 

 

・93％ 

 

 

・100％ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

・交通安全の意識が向上し

た。 

・ヘルメット着用の努力義

務化への対応。 

・生徒一人一人が防災アプ

リを利用できるようにな

った。 

性に関する正しい

知識の定着 

・人との適切なかかわり方

の指導方法や性に関する

指導への理解が深まった

と感じる教職員  100% 

・73％ Ｃ 

 

 

 

・個々の実態に応じた対応

力強化に向け、専門家か

ら性の指導を学ぶ研修を

継続。 

業務の効率化によ

る業務改善 

・効率化が進み業務改善に

つなげた教職員 90%以上 

・計画的に業務を遂行でき

た教職員     100% 

・80％ 

 

・80％ 

Ｂ 

 

Ｂ 

 

 

 

 

・２学期以降、長期にわたり

欠員を補充できなかった

が、学年や分掌を超えて

取り組み、学校運営を継

続できた。 

・時間外勤務 月 45 時間超 

1学期 17 人⇒２学期５人 

イ 

 

授 

業 

主体的に活動する 

授業づくり 

・生徒主体の授業づくりが

できた教員  80%以上 

・93％ Ａ 

 

・セルフ・マネジメントの

視点の導入が有効 

個々の専門性の向

上 

・自分の専門性を向上させ

た教員    80%以上 

・87％ Ａ 

 

・特に LGBTQ の研修が指導

に役立った 

ウ 

 

連

携 

水産高校及び焼津

地域での共生・共

育の推進 

・共生・共育を推進できた

教職員      100% 

・地域との新たなつながり

最低１項目 

・100％ 

 

・５項目 

Ａ 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

・生徒間の交流はもとより

教員間の意思疎通が大切 

・分校の屋号入りビブスを

着用して地域作業を実

施。新規実習場所開拓２

箇所。スターバックスで

の美術作品展示。マリン

スイーパーとの連携。 

生徒が将来の生活

を具体的にイメー

ジし、進路希望を

実現するための情

報共有、活用 

・実習、職業、講話等に取

り組み、進路に対する理

解を深めた生徒  100% 

・教育支援計画、指導計画

を活用した指導や保護者

面接ができた教員 100% 

・93％ 

 

 

・92％ 

Ｂ 

 

 

Ｂ 

 

 

・ライフスキルを意識した

３年間にわたる系統的な

指導の積み上げが課題。 

・生徒が主体者となる計画

の作成、評価、改善がで

きる仕組み作りが課題。 

 


